
保健看護管理論 水田 真由美 教 授 
 柳瀬 安芸 臨床教育教授 
３年次後期～４年次前期・必修 
２単位・３０時間 

【概要・目的】 
看護管理（マネジメント）の基本的概念を理解し、安全で質の高い看護サービスが提供できるた

めに必要な知識を多角的に学習する。 

【到達目標】 
１）看護管理（マネジメント）に関する基礎的概念と看護管理過程について説明できる。 
２）看護管理（マネジメント）に必要な知識と技術について説明できる。 
３）看護における安全性確保のための対策について理解できる。 
４）看護における人的資源活用論について理解できる。 
５）現代の健康観連産業において看護職が果たす役割とそれを効率的・効果的に実現するための保 

健看護管理の在り方について思考できる。 
【内容・スケジュール】                            
１）   A.看護管理（マネジメント）の概要            

(１) 看護管理の基本概念 （２）看護管理過程               （水田） 

２）～４）B.マネジメントに必要な知識と技術                     （水田） 

（１）組織のしくみとマネジメント （２）リーダーシップとフォロワーシップ  

（３）モティベーション （４）組織の調整・変革               

５）～６）C.保健看護サービスを取り巻く保健医療福祉制度と政策           （柳瀬）       

（１）医療制度の現状と看護行政、看護政策  （２）介護保健制度と看護サービス                

７）～８）D. 医療安全と情報管理                                             （柳瀬） 

     （１）リスク・マネジメントとセーフティマネジメント（２）情報管理 

９）～10）E.人的資源活用                               (柳瀬) 

（１）現任教育とキャリア開発  （２）人材マネジメント                     

11）～14）F. 看護管理過程の実際                          （柳瀬） 

（１）組織のアセスメント （２）組織の目標と計画化                

（３）看護提供体制の組織化 （４）行動化（指揮） （５）統制（サービスの評価） 

15）   G.これからの保健看護管理の課題                     （水田） 
【評価】 

レポート（100％） 

【教科書】 
系統看護学講座統合分野 看護の統合と実践[１]看護管理，医学書院,2018 

【推薦参考図書】 
 井部俊子監修：ナースのための管理指標 MaIN，医学書院，2010 

ステファン・P・ロビンス：組織行動のマネジメント，ダイヤモンド社，2009 

 上泉和子：看護ユニットマネジメント，医学書院，2006 

角田由佳：看護師の働き方を経済学から読み解く，医学書院，2007 

松村啓史：ナイチンゲールに学ぶときめきの経営学，メディカ出版，2007 

【その他】 
臨地実習を通して、学習を深める。 



保健看護管理論 水田 真由美 教 授 
 角谷 知恵美 非常勤講師 
３年次後期～４年次前期・必修 
２単位・３０時間 

【概要・目的】 
看護管理（マネジメント）の基本的概念を理解し、安全で質の高い看護サービスが提供できるた

めに必要な知識を多角的に学習する。 

【到達目標】 
１）看護管理（マネジメント）に関する基礎的概念と看護管理過程について説明できる。 
２）看護管理（マネジメント）に必要な知識と技術について説明できる。 
３）看護における安全性確保のための対策について理解できる。 
４）看護における人的資源活用論について理解できる。 
５）現代の健康観連産業において看護職が果たす役割とそれを効率的・効果的に実現するための保 

健看護管理の在り方について思考できる。 
【内容・スケジュール】                            
１）   A.看護管理（マネジメント）の概要            

(１) 看護管理の基本概念 （２）看護管理過程               （水田） 

２）～４）B.マネジメントに必要な知識と技術                     （水田） 

（１）組織のしくみとマネジメント （２）リーダーシップとフォロワーシップ  

（３）モティベーション （４）組織の調整・変革               

５）～６）C.保健看護サービスを取り巻く保健医療福祉制度と政策           （角谷）       

（１）医療制度の現状と看護行政、看護政策  （２）介護保健制度と看護サービス                

７）～８）D. 医療安全と情報管理                                             （角谷） 

     （１）リスク・マネジメントとセーフティマネジメント（２）情報管理 

９）～10）E.人的資源活用                               (角谷) 

（１）現任教育とキャリア開発  （２）人材マネジメント                     

11）～14）F. 看護管理過程の実際                          （角谷） 

（１）組織のアセスメント （２）組織の目標と計画化                

（３）看護提供体制の組織化 （４）行動化（指揮） （５）統制（サービスの評価） 

15）   G.これからの保健看護管理の課題                     （水田） 
【評価】 

レポート（100％） 

【教科書】 
系統看護学講座統合分野 看護の統合と実践[１]看護管理，医学書院,2018 

【推薦参考図書】 
 井部俊子監修：ナースのための管理指標 MaIN，医学書院，2010 

ステファン・P・ロビンス：組織行動のマネジメント，ダイヤモンド社，2009 

 上泉和子：看護ユニットマネジメント，医学書院，2006 

角田由佳：看護師の働き方を経済学から読み解く，医学書院，2007 

松村啓史：ナイチンゲールに学ぶときめきの経営学，メディカ出版，2007 

【その他】 
臨地実習を通して、学習を深める。 
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